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プロジェクト・オンブレは、１９８４年にスペインの首都マド
リードに誕生した非営利のアディクション支援機関です。
現在、自立運営する２７支部で、年間 1 万６０００人のさま
ざまなアディクション問題を持つ人とその家族に対応して
います。最初はわずか数人の利用者から始まったこの機関
が、文化も言語も異なるスペイン各地に根ざし、これほど
多くの人とその家族に対応するようになったのはなぜなの
か？　それはもともとこの機関が、薬物使用者を犯罪者で
も病人でもなく、1つの人生を生きる「人間」として支援す
ることから始まったことにあります。

プロジェクト・オンブレ・ジャパン
設立準備委員会とは？

私たちは、 プロジェクト・オンブレの理念やプログラムを参考にし

た日本版プロジェクト・オンブレを目指す有志の集まりです。 まず

は早期介入と家族支援、予防から取り組んでいく予定です。 ぜひ

応援してくださいますようお願い申し上げます。 （代表：近藤京子）

プロジェクト・オンブレでは、健康教育やスキルを含む予防を年
間７～８万人の子どもたちとその親に対し実施。地域で予防がで
きる人材を養成する＜地域予防＞も推進しています。
●ユニバーサル予防 （一般） 生徒・教師・親・一般市民

●セレクティブ予防 （高リスク層） 生徒

●インディケート予防 （問題が現れている層） 生徒・親

※インディケート予防は、通所センターで若者プログラムとして本
人や家族にプログラムを提供しているほか、司法処遇プログラム
も委託運営しています。

～歴史～　問題は「人」に起きている

　プロジェクト・オンブレが次々と設立された 80 年代のスペイ
ンは、長い独裁政権後の急激な民主化と社会不安も影響して、
ヘロインの爆発的使用が大きな社会問題となった時代でした。汚
染された注射針による HIV などの感染症や過量服薬で多くの若
者が亡くなり、さまざまな支援機関が立ち上がる中、85年には国
家薬物計画が策定。プロジェクト・オンブレはそうした支援機関
の1つで、「人は変わることができる」と信じた数人の有志たちが、
イタリアで人道的支援を展開し効果をあげていた民間機関
Progetto Uomo で研修を受け、それぞれの土地にプログラムを
持ち帰って始まりました。その後も多くの人が言葉の壁を乗り越
えイタリアで学びました。92年には国内でセラピストを養成すべ
く本部機能を持つプロジェクト・オンブレ協会（※）と研修セン
ターが設立され、理念や経験が全国に共有されていきました。
　１人の薬物使用者とその家族が、プログラムを受け、地域で人
生を再構築していく。薬物問題で悩む人と家族たちが、そのこと
を知り、プロジェクト・オンブレに駆け込む――。予防、リハビ
リテーション、社会復帰を活動の三本柱とするプロジェクト・オ
ンブレは、スペインの問題がヘロインからコカイン、その他アディ
クションへと移り変わる中、新しいプロフィールと現場のニーズ
にあわせて柔軟に対応を変化させ、2017 年は１万 8788 人とそ
の家族に対応しました。

～予防～「段階」にあわせて地域で！

●ベーシックプログラム （治療共同体段階がある設立当初

   からあるプログラム。 現在は多剤乱用者が対象）

●コカインプログラム （夜間や日中の通所）

●アルコールプログラム （入寮または通所）

●思春期、 若者プログラム

●重複障害プログラム

●刑務所プログラム （刑務所内治療共同体、 受刑者介入）

●アディクションプログラム （その他のアディクション）

●その他のプログラム（若者治療共同体、女性治療共同体、

　ハームリダクションなど）

●予防プログラム （一般、 高リスク層、 企業内）、 など

「人」にあわせたプログラム

　プロジェクト・オンブレは、「人間プロジェクト」です。プログ
ラムは単なる脱アディクションを目指すものではなく、その人が
人としての尊厳と人生の主導権を取り戻し、責任ある社会の一員
としてよりよく暮らしていくための「生活・人生プロジェクト」に
なっています。そのために欠かせないのが、生物心理社会モデル
に基づく綿密なアセスメント、支援計画、そして介入、伴走です。
プログラムはソーシャルワーカー、心理士、ソーシャルエデュケー
ター、回復者、医師など多職種1000名のスタッフと2500名のボ
ランティアによって支えられています。欧州の玄関口という地理
的状況もあり、コカイン、大麻の使用・押収率が高く、使用が非
犯罪化されているこの国で、常にその地域でできることを模索し、
試行錯誤を続けてきたプロジェクト・オンブレの経験は、文化の
違う日本においても参考になることでしょう。

それは人生・生活 プロジェクト
（※）プロジェクト・オンブレ協会＝セラピストの養成、研究、プログラム開発、国際
交流など幅広い活動を展開。国連認定ＮＧＯ。


